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研究成果の概要（和文）： 「気分」と訳されてきたStimmungが、主観的なものというより、「感応」として間主観的
な働きをすることを解明、カントやシェリングそしてヘーゲルの美学にこの「感応」の脈路を探索することを通してに
、この｢感応｣を軸に、新たな人間学を構築することを試みた。
 ドイツ啓蒙主義の時代に「経験的心理学」や「人間学」の厖大な試みが出版されていたことを確認、それらの読解・
分析を通して、ラインホルトやフィヒテも、「経験的心理学」と対峙する中で自らの思想を形成するとともに、シェリ
ングやヘーゲルらの自然哲学には、経験的心理学や人間学に由来する問題意識を、哲学的に知へと構築する試みを確認
することができた。

研究成果の概要（英文）： This research elucidates the mechanism of Stimmung (mood), that is neither 
subjective nor personal. It works really intersubjectively between not only person and person, but also 
man and nature, moreover rules the atmosphere of the place. We confirm that we can constitute new 
anthropology and aesthetics on the basis of the Stimmung.
 We find that at the time of German Enlightment appear many publications for empirical psychology and 
anthropology in prints. Reinhold and also Fichte constructed their philosophical systems against 
empirical psychology. We discovered in Schelling's philosophy and Hegel's philosophy common idea brought 
about the empirical psychology and anthropology. Our studies clalify deep realm of unconsciousness under 
the philosophical knowledge, which is the origin of our creative faculties.

研究分野：哲学
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１．研究開始当初の背景 
 近世哲学が依拠した主知主義的な知が、個
人主義的な高みを目指す一方で、共感の絆を
育むことは等閑視されるとともに、知の根底
にある感情や感性、さらには無意識の領野の
働きの豊かさや創造性の解明は、哲学で試み
られることは、これまでは少なかった。こう
した認識に基づき、共感や感応という情感的
な働きによって人間がむしろ他者との交感
へと開かれる理路の解明にあたる必要があ
ると考えた。 
 これは、科学研究費補助金（基盤 B）「空
間における形の認知を介した『主体』の存立
の基底に見る感覚の根源性についての研究」
（課題番号 20320003：平成 20 年～平成 22
年：代表・栗原隆）による共同研究を通して、
「主体」に閉ざされない感覚の拡がりについ
て、認識を新たにしたことによる問題設定で
もあった。 
 
２．研究の目的 
 スコットランド啓蒙派にあって「常識・良
識」を意味した「共通感覚（common sense）」
が、ヒュームやスミスにおける「共感
（sympathy）」と輻輳しつつ、審美的判断を
支える「共感」としてカントに、倫理的判断
を支える「良心」としてヘーゲルにまで波及
した思想史的脈絡とその発現様式を明らか
にすることが研究開始時の目的であった。従
って、カント美学やヘーゲルにおける絵画論
や良心論の解明にあたることになった。 
さらに、共感の存立機制を探究する中で、
感情に根差してこそ精神的な紐帯が構成さ
れることを解明することを通して、「共生」
の成立根拠を究明することが目指された。こ
れは、東日本大震災以後の世のなかで、「心
を繋ぐ」「故郷に生きる」という具体的な問
題の哲学的な解明に繋がることになった。 
 そこからの問題展開として、シェリングや
ヘーゲルにおいて見られる「生に満ちた自
然」の発想の淵源を探究することが、研究期
間内の最終目的となった。これによって、『ヨ
ハネの福音書』やグノーシス、そしてプロテ
ィノス、さらにはジョルダーノ・ブルーノに
おいてみられる生の思想が、どのようにして
ドイツ観念論へ流入したかについて解明す
る、大規模なテーマ設定となった。 
 
３．研究の方法 
 近年、膨大な文献が公開されることになっ
た Google Booksに、思想史の欠落部分を埋
める文献を求め、これによって、イギリス経
験論とスコットランド啓蒙派、さらにはドイ
ツ観念論にまで及ぶ「共感」の概念史を描出
することから始まった。さらには、バウムガ
ルテンからカントやシェリングを経てヘー
ゲルに到る美学の成立を、「構想力」論と併
せ捉えることによって、美学を感性論として
捉え返す可能性に想到した。 
 ヘーゲルが絵画論を構築するきっかけと

なった、ドレスデンやウィーン、さらには、
ケルンやアムステルダムの美術館を訪ねて、
実際にヘーゲルが接した絵画作品から哲
学・美学的な絵画論を組み上げるためにはど
のような契機が必要であるか、理念の顕現す
る場で考察を深めた。その結果、瞬間の姿を
留める美術作品にあっても、文学作品のよう
に、時間の継起に基づいている「物語性」を
捉えることができる作品に対する評価の高
いことを明らかにするとともに、それが、結
局のところ、ヘーゲル的な知の成立の構造と
通じ合うものであるという結論に到った。 
 研究内容が国際水準を担保できるように、
国際シンポジウムを設定して、共同研究の国
際発信に努めた。 
 
４．研究成果 
 従来は「気分」と訳されていた Stimmung
が、個人的かつ主観的なものというより、「感
応」として間主観的な働きをすることを解明、
カントやシェリングそしてヘーゲルの美学
にこの「感応」の脈路を探索することを通し
て人間同士はもとより人間と自然との交感
に際しても重要な働きをすることを究明す
るとともに、この｢感応｣を軸に、新たな人間
学を構築することを試みた。 
ドイツ啓蒙主義の時代に、ドイツ観念論に
先駆ける形で、「経験的心理学」や「人間学」
の厖大な試みが出版されていたことを、公開
された Google Booksで確認。それらを解読
することを通して、ラインホルトもフィヒテ
も、「経験的心理学」と対峙する中で自らの
思想を形成するとともに、シェリングやヘー
ゲルらの自然哲学には、経験的心理学や人間
学に由来する問題意識を、経験的ではなく哲
学的に知へと構築する試みを確認すること
ができた。 
 カントやシェリング、さらにはヘーゲルの
「美学」の成り立ちを、「構想力」論と併せ
て検証することを通して、美学の感性論的転
回とも言うべき、新たな可能性に想到した。
これにより、「感性論」の豊かな可能性を哲
学として樹立することができる見通しがつ
いた。 
 ヘーゲルやシェリングにあっては、知の成
り立ちの根底には、知以前の、概念的に未分
化の想念・心像の貯えられた無意識の領野が
想定されていて、その無意識の領野が創造力
を発揮する根源であることを究明するとと
もに、心胸の内なる故郷の拠りどころも、知
の基底をなす無意識の領野にあることを確
認、倫理的な判断や審美的な判断の根源であ
ることを明らかにできた。 
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